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は じ め に
本稿 で は,オ ース トリアのナチ ス以前の時代,そ して ナチス時代 を,幾 つか
の側 面 につ いて述べ る。後 者の時代 は主 に,1938年の ドイツに よるオース トリ
ア併 合,つ ま りア ンシュルス(Anschluβ)の時点 か ら,第 二次大戦 にお け る
1945年の敗戦 まで,お よそ7年 間である。
1併 合 以 前
第1次 大戦の終結によって,オ ース トリアは小国になった。オース トリアの
労働者は,オ ース トリア社会民主労働党(SDAP)の下に結集 した。同党は,
第一共和 国の議会で40%の得票率をえた。1923年には,8万 人の共和主義護国
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同盟(Schutzbund)を作 っ た。1919年か ら1934年2月まで は社 会民 主党 が ウ
ィー ンを支配 した。オース トリア ・マル クス主 義 は,改 良主義 的左 翼で,一 方,
共産党 は ドイツに較べ て大衆 党では なか った。
オース トリアのフ ァシズ ムは,重 要 な潮流 としては,国 民社会主義(=ナ チ
ズ ム),郷土 防衛 軍,前 線 戦士の3つ で表わ される。だが,別 の表現 をす れば,
1つ は,ド イ ツ民族 的な都市 ・小都 市の運動,2つ は,カ トリック的保 守的 な
農村 の運動 に分 け られ る。後者 に士官の フ ァシズ ムが入 る。 これ は前線 戦士組
織 で ある。
郷土 防衛 軍運動 は1920年代 の終 りに,ま たオース トリア ・ナチズ ムは1930年
代 に,最 も強 く躍動 した。地理 的に言 えば,オ ース トリアの ファシズムは,親
イタ リアが西 と北の州,親 ドイツは,ケ ル ンテ ン,シ ュタイアーマ ルク,サ ル
ッブルク,ウ ィー ンで あった1)。ゴス ワイ ラー は述べ る。 オース トリアの フ ァ
シス ト運動 は,他 の国 々で も成立 したその 同 じ諸原 因か ら生 じた,と2)。 しか
し,そ う単純 には言 えないだ ろ う。
他 方,国 民 の90%がカ トリ ックであ るオース トリアで は,キ リス ト教社 会党
(ChristlichsozialePartei)が強 か った。 同党 は1920年か ら指導 党 にな った。
ドイ ツ人大 ブル ジ ョアジー は,政 治戦 略で は一致 してい た。 つ ま り敗戦 で失 っ
た大 権力 を回復 し,強 力 な国家 を創 ろ うと した。 しか しその政治勢力 は,大 ド
イ ツ的 な国民 党(Volkspartei)とキ リス ト教社会党 とに分裂 していた。
1927年1月に シャ ッテ ン ドルフ事件 が起 きた。ハ ンガ リー との国境 にある村
シ ャッテ ン ドル フで,フ ァシス ト団体 と共和制 防衛 同盟が衝 突 し,防 衛 同盟員
と児 童が死亡 した。 この裁 判が7月 に行われ,裁 判所 は,フ ァシズ ト団体 の被
1)GerhardBotz,Soziale"Basis"undTypologieder6sterreichischenFaschismen
ininnerδsterreichischenundeurop瓢schenVergleichin:Faschis〃zus勿Osterreich
undInternational.Jahr∂uch.勉プZeitgeschichte1980-8ヱ,Hrsg.v.der6sterreic-
hischenGesellschaftfUrZeitgeschichte,L6ckerVerlag,Wien1982
2)KurtGosweiler,FaschismusinOsterreich.EinVersuchederEinordnungin
eineTypologiedesFaschismus.in:Zeitschrz7tノ涜 Geschichtswi∬enschaft,33.
Jg.,1985,Heft8,S.704.
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告に無罪判決を言い渡 した。その判決にたい し,抗議ス トライキ,デ モなどが
行われ,裁 判所への放火,警 官隊 との衝突で,多 数の死傷者が出た3)。
1930年の選挙で,社 会民主党が43%の議席を得て勝った。ただし1932年4月
のウィー ン選挙では,オ ース トリア ・ナチスは得票が前回の27457から201411
へ と7倍 に増えた。1932年に ドルフス(EngelbertDollfuβ,キリス ト教社会党)
が首相 になった。1932年10月1日には戦時経済授権法が通った。FranzNovy
(ウィーンの鉱山労働者の組織者)の 思い出によると,ウ ィーンの鉱山労働者
はすでに1933年に非合法に追い込まれた。1933年,キリス ト教社会党によって
議会が解散された。
1934年2月に,ド ルフス体制に対 してオース トリア労働者の英雄的な抵抗が
起きた。2月 蜂起 と言 われる。社会民主党左派 と共産党の抵抗であった。
22月 蜂起 以後
1934年2月蜂起の敗北で,共 和国ができて以来のオース トリア支配階級の反
動派の目的が実現することになった。つ まり合法的な労働運動の廃止と無制限
独裁の確立である。1934年2月闘争でFG(=自 由労働組合)が 禁止 され,13
日に解散 させ られ,指 導者は捕 まり,地下運動を始めた。中央指導部はなくな
った。2月 以降すでにファシス ト的体制 となった。この体制は労働運動を抑圧
しようとした。2月 事件で13名の死刑判決 を出した。2月12日とその数日後,
労働組合組織は解散 された。 自由労働組合の事務所は警察に占領 され,そ の財
産は没収 され,指 導者や代議員は逮捕されるか亡命せざるを得なかった。社会
民主党 も禁止された。
だが非合法に追い込まれた労働組合員は非合法組合を作 った。 ドイッとの違
いは,オ ース トリアの労働運動が降伏 しなかったことである。す ぐに,違 った
面で闘争を続けた。労働者 ・勤労者の核心的層は残った。
3)『 オース トリア』早稲田大学 出版部。
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ドル フス独裁 は,5月 憲法 を公布 した。2月 闘争 後,ド ルフス政府の3月2
日命令 で,労 働組 合同盟(Gewerkschaftsbund)が作 られた。 それには民 間経
済 の労働 者 ・職員 だけ を含 んだ。公共労働 者の ためには,1934年9月に公共奉
仕 の仲 間団(Kameradschaftendes6ffentlichenDienstes)とい う強制組 織 が
作 られた。これ らはすべ てStandestaat(身分制 国家)に 組 み込 まれた4)。1934
年か ら1938年は,オ …ー一ス トリァ ・フ ァシズムの権威 的身分制議会 の時代 とされ
る。
3ナ チ ー 揆
1934年7月25日,オース トリア ・ナチ の一一揆 が起 き,オ ース トリア労 働者が
参加 しなかったので,挫 折 した。 これ はオース トリア労働運動 の反 フ ァッシ ョ
伝 統 に基づ いてい た。
1934年7月25日に,-i揆隊,つ ま りSS(=Schutzstaffel,親衛 隊)隊 員 ら
は,SiebensterngasseのBundesturnhalle(国立体 育 ホー ル)(7区)に,10
:15から集 ま った。 グラス(Glass)ら3人の計画 で あった。10:30に,ウ ラ
ベル(Wrabel)憲兵大 佐が来 た。
11:40に閣議が始 まっ た。12時ころ ウラベ ル計画 をフ ァイ(Fey,第3次 ド
ルフス内閣の無任所 大 臣,Heimwehr)に知 らせ た。12:15に,ファイは,首
相 ドル フス に知 らせ,閣 議 が中断 した。12:53,一揆者 が,首 相官 邸 に入 った。
そ して 占拠 した。13:11前,一一Pt者は放送局 を占拠 し,13:00に,内 閣が倒
れた との放 送 を強制 した。13:11ころ,プ ラネ ッ タ(Planetta)ともう1人
の銃弾 が,ド ルフス首相 の左 耳か ら脇 の下 に貫通 した。第2弾 につい ては沈黙
された。
13:05に,…警察 はラフ ァグ(Ravag)を捕 まえた。13:30に,警察 はバ ルハ
ウスプ ラッツ(Ballhausplatz=首相官邸前 広場)に 着 いた。13:45に,首相 は,
4)OttoLeichter,δsterreichsFreieGewerkschafteninUntergrund.EuropaVerlag,
Wien1963.
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死 を 目前 に した ので,一一揆者 に,医 者 と司祭 を頼 んだが,断 られた。15:30に,
グラスが捕 まった。15:00-15:40に,首相 は亡 くなった。
この一揆 にかか わ った人物 は,ド ブ ラー(Dobler,Nazi党員,プ ッチ を強
制 され た。 国家 警 察(Bundespolizei)のRevier(管区)inspektor)やシュ
テ フ ァ ン(Stephal1,BundesleiterderVaterlandischenFront)であ る。 ド
ル フス の後任 に,シ ュ シュニグがな った。
一 方,1936年9月,自 由労働 組 合(=FreieGewerkschaften)の代 表者60
人が プラハ に集 まった。
ゴス ワイ ラー は述べ る。「オース トリア ・ファシズムは,他 国の それの コピー
で はない」 「ドイ ッとイ タ リアの2つ の フ ァシズ ムの跡 と個性 がオース トリア
独 自の もの と共 にある。」 「2つの,ド イツ とイタリアの主要型 に組 み込 まれ て
い ない。」
オ …ース トリアで は1つ の政党 だ けでな く,Wehr組 織(民 間防衛組織)も
重要で ある。 しか しこれ らは,次 の勢力 に較べ れ ば主要 では ない。 オース トリ
アの反 フ ァシス ト権力 の主 な支柱 は,全反動体制 の,つ ま り軍 ・警察 ・政治家 ・
官僚 と教 会の,伝 統 的 な支持 であ った5)。
4ア ンシュルスまたは併合
ヒ トラー は まず,1938年3月13日に,オ ース トリア併 合6)(Anschluβ)を
行 った。 『わが 闘争』 で,す で にヒ トラー は,ド イ ツとオース トリアの統 一 を
説 い ていた。前年1937年11月,ヒトラーは,ヨ ーロ ッパ大陸 に 「生存 圏」 を獲
得す る必 要があ る こと,と くにオース トリア とチ ェコス ロヴ ァキア を占領す る
必要が ある こ とを,説 い た。
5)Gosweiler.
6)CharlesA.Gulick,δsterreichvonHabsburgzuHitler.BandV.Wienl948
1938-Anatomieeinesノ々加 θ3.Wien1987.
F.L.Carsten,FaschismusinOsterreich.MUnchen1978.
『オ ー ス ト リ ア ス イ ス 現 代 史 』 山 川 出 版 。
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オース トリア ・ナチ党が,オ ー ス トリアで秩序 を混乱 させ ていた。1938年2
月12日,ヒ トラーは,オ ース トリア首 相 シュシュニ グを,山 荘 ベル ヒテスガー
デ ンに招い た。 ヒ トラーは彼 を非難 し,オ ー ス トリアの軍事 占領でお どした。
そ して,オ ース トリア ・ナチ党のザ イス ・イ ンク ヴァル トの内相就任,ナ チス
政治犯 の釈放 な どの,オ ース トリアへ 介入す る十 ケ条の協 定を押 し付 けた。 シ
ュ シュニ グは署名 せ ざるをえ なか った。
3月9日,シ ュ シュニグは,13日に国民投票 を行 うと発表 した。彼 は,独 ・
オース トリア合邦 問題 を.これ にか けた。勝算 もあったか らである。 ヒ トラーは
しか し,11日,国 民投票 中止 を要求 した。そ して,シ ュシュニグ を辞職 させ,
ザ イス ・イ ンクヴ ァル トを首 相 にす る要請 を した。 ヒ トラーは同 日,オ ース ト
リアへ 侵入せ よ と,指 示 した。12日,シ ュシュニグ は辞職 し,ザ イス ・イ ンク
ヴ ァル トに政権 を譲 った。12日,ド イツ軍 は,新 首相の要請 の形で 実 は違
うのだが一 オース トリアに進軍 し,次 々 に国境 を越 えた。13日,新 首相 は,
ドイツ ・オース トリアの合併 を宣言 したので ある。1938年のナチ 占領 でオース
トリア とい う名 はな くな り,オ ス トマル クとなった。 オース トリア全土 にガ ウ
が作 られた。つ ま り,州 では な く,郷 となった。
5ク リスタル ・ナハ ト
1938年11月7日,パリで,ド イツ大使館付 きLegationsekratar,フォ ン ・ラー
ト(VonRath)がユ ダヤ人 に ピス トルで暗殺 された。これ を境 に全 国宣伝 され,
反ユ ダヤ主義が 高 まった。7)
ヒ トラー は11月初め,ユ ダヤ移民 がパ リの ドイ ツ大使館書記 エル ンス ト ・フ
ォン ・ラー トを射 殺 したの を機会 に大 規模 な宣伝作 戦 を開始 した。 この暗殺 は
主 として個人 的動 機か ら出た ものなのに,ヒ トラー はた め らうことな く,こ れ
を"世 界ユ ダヤ主義の陰謀"に 仕立 てあげた。 ……学校か ら企 業 にい たる まで
7)1)asNove〃zberPogrom1938.ウィー ン抵 抗 研20971/Ex.a.1988・11・10
にORFで 放 送 した 参 考 資 料 。 当 時 の 重 要 資 料,当 時 の 新 聞 の 切 抜 きか ら な る 。
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「哀悼の意を表する時間」の運動が組織 され,大げさな葬儀やベー トーベ ンの
音楽や大衆扇動的な悲 しみの演説が行われ……た。11月9日の晩,ド イッ国内
いたるところでユダヤ教会=シ ナゴーグが炎上 し,ユ ダヤ人の住宅は荒され,
店舗は掠奪 され,約2万 人が逮捕 された。親衛隊の新聞"シュワルツ ・コール"
(黒色兵団)は,す でに 「銃火 と剣」 によるせん滅 を,「ドイッにおけるユ ダ
ヤ人の事実上の最終的終 り」 を考えていた8)。
クリスタル(水 晶)・ ナハ ト(夜)と は,ユ ダヤ人の商店などを破壊 し,そ
れによりガラスが路上に散 り,あたかも水晶のように輝 く,という意味で言わ
れたのである。
6ナ チ スの犯 罪
1938年か ら1945年まで の,お よそ7年 間の ドイツお よび オース トリアのナチ
ズム または フ ァシズムの犯罪 につい て,一 般的 に記 してお こう。
1938年の 占領 に よって,ド イツの国防軍(=Wehrmacht)と警察 とSS・(親
衛隊)が オース トリアにや って きた。SS指 導者 で警 察長官で あるハ イン リヒ ・
ヒムラー(H,Himmler)は,3月12日に オース トリア に来 た。
3月 と4月 に第1の 大 きな逮捕の波 がや って来 た。「祖 国戦 線」,共産主義者,
社会主 義者,有 名 な反ナ チス,ユ ダヤ人が,5万 人か ら7万6千 人 に及 び犠牲
になった。
1938年にはナチ のテ ロルは2つ の側面 か ら行 われた。 国家 的抑圧 と,SSと
SA(突 撃隊)の 任意 のテ ロルで あった。 オース トリアの ナチは,他 国 と違 っ
て,先 頭 に立 ってテ ロル に参加 した。 オース トリアのナチで有名 な者 は,カ ル
テ ンブ ル ンナー(Kaltenbrunner),アイ ヒマ ン(Eichmann),ブル ン ナー
(Brunner),シュ タングル(Stangl>,ザイス=イ ンクヴァル ト(Seyβ一lnquart),
ゴロボクニ ク(Golobocnik)らである。1938年に,ラ イ ヒス ク リス タルナハ ト
8)ヨ ア ヒ ム ・フ ェ ス ト 『ヒ トラ ー2下,231ペ ー ジ 。
8 商 学 討 究 第49巻第4号
(Reichskristalnacht)と呼 ばれ るユ ダヤ 人 ポグ ロム(=迫 害)で,テ ロルは
頂 点 に達 した。
オース トリアの最 も重要 なナチス ・テ ロルの機 関 はゲ シュ タポ(Gestapo=
秘密 国家警察)で あ り,こ れ は1938年3月に作 られ ていた。ウ ィー ン,リ ンッ,
サル ツブルク,ク ラーゲ ンフル ト,イ ンス ブル ック,ア イゼ ンシュタ ッ トでそ
の機 関が作 られてい たが,ウ ィー ンのそれが他 の機 関の上 に立った。 ゲシュ タ
ポは,初 め ドイ ッ人役 人が頂点 を占めたが,そ の後,オ ース トリアのナチ と,
シュシュニク体 制の警官 とが加 わった。1942年には オース トリアで1998人のゲ
シュタポがお り,そ の11%は ドイツ人 であ った。 そ してその 内934人が ウ ィー
ンで働 い た。1938年か ら1944年12月まで,そ の指 導者 は,SS指 導者の フーバー
(FranzJosefHuber)であ った。 か れ らの主 な仕 事 は,社 会 主義者,共 産主
義者,そ の他左 翼の迫害 であ り,つ ま り警告,逮 捕 そ して間違 い も起 こ し
た,戦 線 送 りで あった。ゲ シュ タポの活動 は血 まみ れであ り,ゲ シュ タポ
はナチ ・テロルの化 身 とな った。刑事 警察 もナチ ・テロルの1部 になった。
1938年5月と6月 に大行 動が とられ,多 くの ジプシーが捕 ま り,強 制収 容所
(KZ=Konzentrationslager)に送 られ た。 オース トリアの ジ プ シー の半 分
以上 が強制収容 所 に行 ったか,あ るい は 「最終解 決」された,つ ま り殺 された。
SSの保安 部9)が特 別 の機能 を果 た した。 これ は ヨー ロ ッパ の フ ァシス ト占
領 政策で指導 的役割 を演 じた のだが,オ ース トリアで はこの保 安部 はユ ダヤ人
迫 害で決 定的役 割 を演 じた。 ウ ィー ンのユ ダヤ担 当官 で,ウ ィー ンのユ ダヤ移
民 の 中央署指導 者 であ るア ドルフ ・アイ ヒマ ンは,後 に,「ユ ダヤ人問題 の最
終解 決」 の主 導者 となった。
ゲ シュタポ とその他 の部局の テロルは強制収容所 と結 び付 いてい た。
政治的 ・人種 的 ・非社 会的 ・犯罪 的,あ るいは同性愛,等 の人 々が,オ ース
トリアで数万 人検 束 され た。1938年4月1日 に,ダ ッハ ウ(Da6hau)強制収
容所 へ,オ ース トリアの最初 の輸 送が行 われた。1938年に作 られ たマ ウ トハ ウ
9)略 語SD=SicherheitsdienstderSS.
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ゼン(Mauthausen)10)強制収容所 もその1つ であって,ガ ス室 と火葬場のあ
る絶滅所であった。ここでは10万人が殺 された。大部分は非オース トリァ人で
あった。
強制収容所は,サ ディズムと野蛮の場所であるだけではなく,経営体や工場
集団に,数千人の捕虜が ドイツ企業のために強制労働をさせ られた。また強制
収容所以外 に多 くの出先機関があって,「非社会的分子」が強制労働 をさせ ら
れた。
マウトハウゼン強制収容所は,そ れだけでなく全国に47以上の副強制収容所
が散在 した。それに加えてダッハウ強制収容所の出先機関 もいくつか西オース
トリアにあった。
占領後す ぐ,法廷もナチの道具になった。オース トリアの判事1550名のうち
205名が逮捕 された。大戦後1945年か ら46年に,オ ース トリアの法廷の全人員
の44%が非ナチ化 され,つ まりナチ として追放されたほどである。
健康制度のテロルがあった。オース トリアでは 「人種衛生」制度と法が1938
年3月 以降導入 された。いわゆる遺伝の不妊化が,強 制的に暴力的に1940年に
導入 された。40万人が強制的に不妊化 された。1940年か ら45年に,精 神 ・身体
障害者が約5千 人強制不妊化 された。
この時点,つ まり1940年に,安 楽死がオース トリアで実施 された。ハル トハ
イムで安楽死施設が建てられ,約2万 人の精神病 ・身体障害者は,1940年から
41年に行われた不妊行動で,ガ ス死 させ られた。1945年までに数千人の患者が
電気 ショックか飢餓で死んだ。ダッハウとマウ トハウゼンか ら送 られて来た1
万人の強制収容所捕虜がハル トハイムでガスで殺された。
強制不妊や安楽死は,ナ チの規範に適応 しない人々に対 しても行われた。少
なくても500人の7才 以下の青少年が安楽死 させられた。
10)上条氏による と,マ ウタウゼ ンと発音すべ きと。小生はオース トリアの友人から
の発音で,さ しあたりマウ トハウゼ ンと書 く。だが検討を要する。小生は,こ の
強制所の見学記,そ してオース トリア ・ファシズムについても,『ウィー ンの森
の物語』(NHKブ ックス1997)で書いている。
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1939年にはオース トリアで,遺 伝記録のカー ド化が始ま り,精神病,非 社会
的分子,青 少年,酒 飲み,そ してその全親類が載った。
オース トリアでは,ニ ュルンベルク法のためにユダヤ人が6万5千 人殺 され
た。1944年から1945年のオース トリアに強制労働のために1万 人以上のハ ンガ
リーのユ ダヤ人が連行 された。オース トリアのジプシーは5千 ～8千 人が殺さ
れた。
オース トリア人は1600人以上がスペイン市民戦争で戦い,そ のうち212人が
死んだ。そ して92人が強制収容所かパルチザン闘争か連合軍兵士 として死んだ。
ケル ンテンのパルチザ ン闘争では500人から千人が死んだ。
少なくても2700人のオース トリア人が死刑判決を受け,絞首刑 となった。3
万2千 人のオース トリア人が強制収容所 と監獄で,ゲ シュタポに捕まって死ん
だ。ソ連の戦争捕虜は10万人が犠牲になった。オース トリアの戦争犠牲者は28
万人で,市 民の戦争犠牲者は24万人を数える。11)
7抵 抗 運 動
独 ソ戦(1941年)で ドイ ツが ソ連 に負 けてか ら,オ ース トリアの抵抗運動 は
上 向 きになった。1941年冬 に,ウ ィー ンのあ る工場 か ら,会 議 を開 こう とい う
提 案 が な され た12)。そ して約1年 後,1942年10月に オース トリア解 放 戦線
(AustrianFreedomFron)の創 立会議が オース トリアの山中 のある秘密 の場
所 で開かれ た。
全 国か ら40人のオース トリア人が参加 した。 あ らゆる住民,政 党,世 界観 の
代表者 た ちで あって,労 働 者14名,非手工業労働 者1名,主 婦1名,医 者1名,
大学教 授1名,農 民8名,教 師2名,司 祭1名,鉄 道員2名,農 業協 同組合 の
11)Neugebauer,NS-GewaltverbrecherinOsterreichl938-1945.in:Faschismus
Krieg17priderstand.Wien1989.
12)L)ocumentsoftheAustrianFreedomFront,Londonn.d.[1944また は1945],
P.3.
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前 議 長1名,事 業家1名,公 務 員1名,兵 士3名,で あ った13)。これ は政党
で はなか った。そ の直接 の 目的は,「人民戦争 を行 うこと」 であった。
一方,外 国の抵抗組織について見 よう。以下,1942・8・15のKarlCzer-
netz(ツェルネ ッツ。前オース トリア革命 的社会党のウィー ン執行委員)の
演説である。
イギ リスでは,1941年11月3日に,FreeAustrianMovement(オース ト
リア解放運動)が,在 イギリスの11の組織によって作 られた。す ぐあと,つ ま
り1942年1月24日に,1500人のオース トリア人がロン ドンで集まり,綱領 を作
った。
ドイツやオース トリアで最も基本的な形は,友好サークル(friendlycircle)
で,か つての社会民主党員たちがカフェで集 まり,天候や国内事件を語 り,連
絡(contact,以下同様)を 維持する以上のことは余 りしなかった。 この こと
ですら重要である。信頼 しうる同志が存在することを示すのである。
第2に,合 法的な体制が,活 動のカモフラージュのために使われた。数千人
の男女が教会に行った。反ナチ思想をもった人々が会える唯一の場所だったか
らである。時には宗教組織の中でスピーチが反対方向でなされえた。この方法
は中間階級 と農民の間で用いられた。労働階級では少なかった。
労働階級は,フ ァシス ト労働組織をつかった。オース トリアではシュシュニ
ク体制の元で行われた。 フランスではヴィシーの労働組合が広 く使われた。チ
ェコソロヴァキアではナチ組合が,雇 用者 とさらに国家 と衝突するために時々
使われた。ナチス労働戦線 を使うことはで きなかった。
第3に,地 下労働運動である。多 くの方法が とられた。例えば,あ る労働者
がナチの冬の助け合いで表向きに金を集めようとする。事実彼は地下 目的で集
める。労働者たちは彼を信頼 し,質問をせずに与 える。
都市間の結び付 きは困難だった。 どの建物や街路 にもナチのスパイがいて,
13).4ustria'sFreedo〃zFront.Manzfestoげ伽.4〃stiranUndergアoundMove〃zenち
AustrianActionNY.C.n.d.p.3.
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彼 らを訪れる見知 らぬ人は報告 される。だが工場では連絡は止まらなかった。
高度に謀議的な社会民主党組織のネ ットワークが,オース トリアで発展 した。
連絡が広 まった。全国的執行委員会はなかった。だが地方で連絡があった。例
えば,ウ ィーン,ニ ーダー ・オース トリア,サ ルツブルクである。
ドイツでは,イ タリアと同じくネッ トワーク組織は壊され,連 絡はもっと難
しかった。組織は 「島」型で,地 方での小組織で,町 か ら町への連絡はなかっ
た。
フランスでは革命的社会主義地下運動が強 く,連絡は広まり全国執行委が可
能だった。
情報の伝達が第1に 重要である。ナチは宣伝を独 占した。唯一壊すことは外
国放送だった。地下新聞政策は ドイツではで きない。印刷やコピーを複写する
手段がないから。タイプライターは総て中央警察に登録されねばならず,謄 写
版で用い られるかどうかを見に,機械 を調べに,ゲ シュタポはマイクロスコー
プをもってくる。
フランスには多 くの地下新聞がある。社会党の 「ポピュレール」"Populair"
は,どんな公式新聞よりもヴィシー ・フランス14)の多くの人に読 まれている。
ポーラン ドで多 くの地下新聞が発行 されている。1つ の方法は,武 器を一緒
に印刷機械を運ぶ,ゲ リラ ・グループの発行である。
制限ある短いス トだけが可能だ。
サボタージュや仕事を遅 くするのは可能だ。占領国や ドイツ自体で採用され
ている。
いくつかの工場で生産指数は40%に下がっている。
大陸の労働者は,機 械を損 なう形でのサボはしない。
チェコか ら移入 されてた労働者はオース トリア労働者助 けでサボをしてい
る。
地下運動の目的。第1は,民 族的で,ナ チを追放すること。旧政府の復活 と
ユ4)南フランス,自 由地区。ただ し実際は,自 由ではなかった。
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民族主権の思想は,占 領国内の人々よりもむ しろロンドンの亡命政府 に代表 さ
れる。
ヨーロッパの地下社会主義運動では,改 良主義思想は死んだ。
地下運動では次の3つ に賛成 した。
1)ヒ トラーの軍事的敗北は絶対的だ。ヒトラーの軍事機構が壊 されて も革
命のチャンスはない。
2)ソ ヴィエ ト・ロシアと統一すべ きだ。社会党 と共産党の派閥抗争的な闘
争は終わるべ きだ。
3)民族解放運動は社会主義革命の完成へ ゆかねばならない。西からの資本
主義の干渉を妨げるためにイギ リス労働党の了解がなければならない。15)
8そ の 後
ナチズムに支配 されていたころのオース トリアに,あ るエピソー ドがある。
ウィーンで,ユ ダヤ人のある少年が ドナウ運河沿いを歩いていると,悲鳴が
聞こえた。少女が運河 に落ちたのだった。彼はす ぐ飛び込んで,少女を助けた。
これは美談 となって,新 聞にも載った。ナチスの地区大会があって,そ こでこ
の少年を表彰することになった。彼は呼ばれて,「立派な ドイツ少年」 と言わ
れた。だが,「いえ,僕 はユダヤ人ですよ」 と言うと,「なに,ド イッ少年では
なかったのか。」そ して,「このユダヤの豚野郎1」 と言われて,戸 外に叩 き出
された。少年は職人 となり,ある時オース トリアを脱出し,イギリスに逃れた。
そして 「自由オース トリア同盟」に参加 し,そ の活動家になった。
その後の40年代の事件:
1942年に,ベ ーメンとメーレンの代理帝国総督ハイ ドリヒが,亡 命チェコ人
に暗殺 された。その報復 として,ゲ シュタポと保安部は,プ ラハ近 くの リディ
チェ村 を破壊 した。
15)ドイツ社会民主党のプラハ綱領と比較すべ きである。 プラハ綱領が訳載 されてい
る 『ヒルファデ ィング ナチス経済構造分析』(新評論)を 参考のこと。
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1943年に,カ ール ・ベ ー ムが,ウ ィー ン ・国立歌 劇(Staatoper)の監 督 に
なった。 一方,捕 まってい たムソ リー 二が ウ ィー ンに連れて こ られた。そ して
す ぐ北 イ タリアに行 く。
同年,オ ース トリアが,連 合 国の 「モ ス クワ宣言」 で,ヒ トラーの攻撃政 策
の犠牲 である と認 め られた。連合 国 は,オ ース トリア独 自国家 を承認 を した。
1943年10月末 にモ ス クワの外相 会議が あ り,そ して11月1日 に 「モス クワ声
明」が でた。
1943年12月にテヘ ラ ン会議が行 われた。
1944年,アウグス チナー合唱 隊長 ロマ ン ・シ ョルツが処 刑 され る。俳優 オ ッ
トー ・ハ ル トマ ンに裏切 られ た240名の抵 抗戦士 の1人 だった。
1939-45年た,30以上 の ヒ トラー暗殺計 画がお き,す べ て失敗 した。 もっ と
も大騒 ぎになったの は,ド イッでは,1,ミ ュ ンヘ ンの ビュル ガー ・プ ロイケ
ラーで,時 計職人ゲ オル グ ・エ ルスナー の も くろみ。2,1944年7月20日の,
シュ タウフェ ンベ ルグの計画。 この際,ロ ンメル将軍 は共謀者 と して 自殺 を強
制 され た。
1945年,ソ連が オース トリアの東 を,英 米仏 が南 と西 を 占領 した。
1945年4月27日,臨時政府が成 立 し,カ ール ・レンナーが首相 とな る。
戦争 で5500万が死,3500万が負 傷,200万が不 明 であ った。22のKZで,ア
ウシュ ヴィ ッツか らダハ ウ,マ ウ トハ ウゼ ンまで,600万のユ ダヤ人,50万以
上 の非ユ ダヤ人が殺 された。
亡命 中死 んだオー ス トリァの文 人は,ヨ ーゼ フ ・ロー ト,シ ュテフ ァン ・ツ
ヴァイク,ロ ベ ル ト ・ム ジール,ヴ ェルフェル,マ ックス ・ライ ンハ ル トらで
あ る。
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